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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，以下の２つについて考察を行った。(1)典型的なコロケーションにおける係り
受けの分布の調査。「を＋動詞」の直前にその動詞に係る名詞句が来る確率は約 97％，「名
詞＋を」の直後にその名詞句の係る動詞が来る確率は約 90％であった。形容詞・形容動詞
と名詞句については，前後 5 語までにおける係り受けが約 98％であった。(2)慣用句を使
った文章ジャンルの判別。「手」を含む慣用句 74 項目を指標として「人文科学」「社会科
学」「自然科学」という 3 つのジャンルの判別を多変量解析法によって行った結果，5 つの
慣用句によって高率でジャンルが判別されることが分かった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, we examined the following two points. (1) Research on the distribution of 
modifying relation in the typical collocation. It was found that the probability of 
occurring of modifying noun phrase just before “wo+verb” phrase was 97%, while the 
probability of occurring of modified verb just after “noun+wo” phrase was 90%. As for 
adjectives and adjective verbs(keiyo doshi), there was 98% of occurrence of a 
modifying/modified phrase within five words of the modified/modifying phrase. 
(2)Discrimination of text genre by idioms. Result of multivariable analysis, we found 
that five idioms including the word “hand” can discriminate three text genres: 
humanities, social studies and natural sciences. 
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１．研究開始当初の背景 
英語研究においては，コロケーションに関

する統計指標が多数提案され，辞書編纂や英
語教育において実用化されている。例えば，

「粗頻度（Raw Frequency）」，「共起頻度比」，
「T スコア（T-score）」，「相互情報量（MI 
Score／Mutual Information Score）」，「対数
尤度比（Log-likelihood Score／G Score／G2 
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Score）等である（石川 2006）。 
しかし，日本語では，これらの指標を具体

的に適用した例がほとんどない。その理由と
しては次のような事情が考えられる。 
 (1)日本語のコーパスが整備されていない。
テキストファイル形式のデータは新聞記事
等を中心に入手しやすくなってきたが，単語
に分割され品詞等のタグが付けられたデー
タが少ない。 

(2)研究者側の事情として，コーパスの使い
方が用例の発見及び引用という利用形態に
とどまっており，統計的な観点での分析にな
かなか入っていけない。 
近年，この状況は以下のように急速に改善

されつつある。 
上記(1)の背景には，日本における語彙の統

計的調査の歴史が関係していると推測され
る。日本語の語彙の統計調査は，国立国語研
究所の用語用字調査が中心的な存在であっ
たが，そこでは語の単純頻度（使用率）や各
ジャンルにおける分布が主な関心事であり，
語と語の関係については，ほとんど顧みられ
てこなかったという事情がある。 
しかし，国立国語研究所が平成 18 年度か

ら開始した「現代日本語書き言葉均衡コーパ
ス (Balanced Corpus of Contemporary 
Japanese)」のプロジェクトによって，現代
日本語のコーパスの整備は大幅に進むこと
は間違いない。このプロジェクトでは，現代
日本語の様々なジャンルからバランスのと
れたテキストを集め，統一された言語単位に
分割し，品詞情報等を付けたデータを公開す
る。 
上記(2)に関しては，コーパスを利用した研

究の拡大が挙げられる。2000 年代に入り，
現代語を扱った論文でコーパスを使った統
計的な手法を用いているものが 3 割程度あり，
従来の用例提示を主とする利用の仕方以外
の方法も広がってきていることが指摘され
ている（山崎 2007）。 

また，日本語教育では，姫野(2004)のよう
なコロケーションを収集整理した辞典も刊
行され，コロケーションを表す指標を評価す
る基盤が整ったと言えるだろう。 
 
２．研究の目的 
従来もっぱら英語研究で提案されている

統計指標を，日本語のコーパスに適用する際
に，統計指標の妥当性に影響を与える言語的
要因にはどのようなものがあるかを明らか
にする。 
検証する要因としては，①コーパスの大き

さ（語数），②コーパスの種類（ジャンルや
文体等），③計る言語単位の長さ，④測定範
囲（前後何語までを対象とするか），⑤品詞，
⑥コロケーションの型などを考える。これら
がどのような条件のもとで測定結果に影響

を与えているかを具体的な例によって明ら
かにする。 
例えば，橋本(2007)においては，小説，国

語辞書，インターネットを資料として，「顔」
に係る形容詞のコロケーションを分析して
いるが，資料によって現れる形容詞の傾向が
異なることが指摘されている。 
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３．研究の方法 
(1)係り受けの距離の測定 
文における統計量を算出するための基礎

データを作成するために『現代日本語書き言
葉均衡コーパス』のモニター公開データに含
まれる４つのデータ（白書，書籍，Yahoo！
知恵袋，国会会議録）及び新聞社説等から「名
詞＋助詞＋動詞」の形のコロケーションにお
ける係り受けの距離を測定し，分布状況を記
述する。  
(2)文章のジャンルと相関する特徴的表現の
抽出 
複合動詞や慣用句などの分布を通して文

章のジャンルを判別するための指標につい
て(１)のデータ及び学術論文のデータをも
とに記述する。 
 
４．研究成果 
(1)形容詞連続の名詞修飾 

「細く長い道」のような例では,「細く」
と「道」とのコロケーションが直接には検出
できない。また,「目に余るふるまい」のよ
うな慣用句を含んだ表現では,「余る」と「ふ
るまい」のような例外的なコロケーションが
抽出されてしまう。このような,コロケーシ
ョン測定の目的から外れる事例がどのくら
いあり,測定の際にどれくらい影響を与える
かを具体的に検討するため,白書データで実
測を行った。結果は形容詞＋形容詞＋名詞の
連続は 113 例検出されたが,係り受けが適切
でないもの,形容詞+否定辞の「ない」,連用
形の「著しく」＋形容詞等,目的に沿わない
例を除外すると該当例は 2例のみであること



 

 

が分かった。白書以外のデータでの検証が必
要だが，形容詞が 2 つ続いて名詞に係るよう
な例はそれほど多くないことが分かった。 
(2)係り受けの位置の調査－動詞の場合 

コロケーションがどのくらいの範囲で起
きているか,動詞と名詞の関係を取り上げて
調査した。利用したデータは,『現代日本語
書き言葉均衡コーパス』の「コアデータ」(書
籍,白書,新聞,Yahoo!知恵袋)約 80 万語を対
象に,「を+動詞」に係る名詞(約 14000 例),
「名詞+を」の係る動詞(約 20000 例),「に+
動詞」に係る名詞(約 15000 例)について,係
りの位置が上記中心語の前後どのくらいの
範囲に出現しているかを形態素単位で調査
した。その結果,「を＋動詞」は,挿入句や括
弧などの記号を除くと殆どの場合,直前に係
り元の名詞が出現しているが,「名詞＋を」
では,直後に副詞や動詞の取る別の格(「に
格」など)に関係する名詞等が現れる場合が
約 10%近くあること分かった。このことは名
詞を中心としたコロケーションを測定する
場合に一定の誤差として影響が出ることを
意味している。また,「に＋動詞」では,「に
ついて」「において」「における」などの複合
辞が多数含まれること及び「すぐに」「実際
に」などの副詞を構成する「に」が分離され
ていることなど,形態素解析に起因する問題
を除けば,係り元の名詞はほぼ直前に出現し
ていることが確認された。 
(3)係り受けの位置の調査－形容詞・形容動
詞の場合 
 コロケーションの範囲を調べるために形
容詞，形容動詞の係り受けを調査した。形容
詞・形容動詞が名詞に係る場合の距離，及び，
形容詞・形容動詞へ名詞が係る場合の両方を
調査した。 
利用したデータは，『現代日本語書き言葉

均衡コーパス』の「コアデータ」（書籍，白
書，新聞，Yahoo!知恵袋）約 80 万語である。
データ中には形容詞連体形が 3403 例あった
が，そのうち形容詞が直接名詞に係る例が
1583 例，（前文脈で）名詞が形容詞に係る例
が 838例であった。形容詞が名詞に係る例の
うち，形容詞の直後に名詞が現れる割合は
93.9%，直後の 5 語まででは 99.4%であった。
逆に名詞が形容詞に係る場合は，直前に現れ
る割合は 6.8%，2語前までで 90.8％，5 語前
までで 97.6%であった。同様に形容動詞では，
直後の 5 語までで 99.9%，直前の 5 語までで
96.2%が出現していることが分かった。この
ことから，形容詞・形容動詞が名詞に係る場
合は，直後の 5語まででほぼカバーできるこ
とが分かった。また，ここでは，連体節中の
という限定付きであるが，名詞が形容詞・形
容動詞に係る場合もほぼ 5 語以内で約 96%が
カバーできることが分かった。 
(4)文章のジャンルと相関する特徴的表現の

抽出 
 慣用句を指標として文章ジャンルの判別
の可能性を探索した。「手」を含む動詞慣用
句，形容詞慣用句 74項目を指標として用い，
『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の書籍
文章資料を対象として「人文科学系」「社会
科学系」「自然科学系」という３つのジャン
ルの判別を多変量解析法によって行った。そ
の結果，５つの慣用句によって高率でジャン
ルが判別されることが分かった。 
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